
卓球部　全国大会への切符獲得！！
稼げる大学ランキングで道内第１位に
大学院電気工学専攻の3名が受賞
道工大祭が開催される
バスケットボール部　選手権大会で第3位
空手道部　全国大会への切符獲得！！
秋季北海道学生ライフル射撃選手権大会で好成績
北海道工業大学　市民公開講座が開催される
本学OB　牧野勇司　士別市長を表敬訪問
青少年公開講座を網走会場で開催
アメフト部　１部リーグ返り咲きを成し遂げる
セーフティラリーの閉会式が行われる
「HIT Theater 2010」無事終了
手稲中央幼稚園で「ていぬかみしばい」披露
札幌駅前通地下広場の活用策について提案
「建築デザインコンペ」の表彰式が行われる
西　安信学長が北海道社会貢献賞を受賞
本学大学行事「セーフティラリー」に感謝状
椎野研究室ゼミ生3名が上田札幌市長に提言
一級建築士試験の合格者数で道内第１位！
「広報さっぽろ」に学生活動記事が掲載される
岸　政美教授がご逝去されました
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平成 22年 9月27日発売の「PRESIDENT」（2010 年
10.18号）に北海道工業大学が理工系大学卒業生の平均
年収ランキングで全国第6位（道内第1位）となりました。

同号の特集「学歴と人生の損得」は、理工系大学の卒
業生を対象に多方面から調査分析したもので、北海道工
業大学は就職先の平均年収で744万円となり、卒業後の
平均収入が高額になる大学として位置付けられました。
北海道工業大学では、大学生としての資質の向上およ

び学部学科の専門性はもとより、低学年から就職支援プ
ログラムを実施しており、職業観の分析と整理、また働くこ
との意義など、卒業後の将来像が確立できる人材の育成
にも力を入れており、社会人としての「常識力」を備えた学
生を社会に輩出しています。

今後とも本学学生の活躍にご期待ください。

稼げる大学ランキングで道内第１位に

平成 22年 8月 29日（日）・30日（月）　北海道大学
第１体育館で行われた「第 77回全日本大学総合卓球選
手権大会［個人の部］北海道予選」において、男子ダブル
スおよび男子シングルスで好成績を収め、平成 22年10
月22日（金）～24日（日）なみはやドーム（大阪府）で開
催された「第 77回全日本大学総合卓球選手権大会［個
人の部］」に出場しました。

【全国大会出場選手】
＜男子ダブルス＞
機械システム工学科 3年　雨夜俊明さん
メディアデザイン学科 1年　沼　亮太朗さん

卓球部　全国大会への切符獲得！！

学生の活躍

卒業生の活躍

＜男子シングルス＞
機械システム工学科 3年　雨夜俊明さん
メディアデザイン学科 1年　沼　亮太朗さん
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平成 22年10月2日（土）・3日（日）の2日間、大学祭
実行委員会主催による第43回道工大祭が開催されまし
た。
今年は、屋外 49団体、屋内24団体が出展・展示を行

い、キャンパス内は祭り一色で活気にあふれていました。1
日目は晴天に恵まれ、ぽかぽか陽気に誘われてでしょうか
多くのお客さまでにぎわいをみせておりました。19:30から
は、毎年恒例の花火大会が行われ、開催場所の野球場グ
ラウンドの周りは多くのお客さまであふれかえり、花火が上
がるたびに歓声が沸きあがりました。

2日目はどんよりとした天気の中、イベント｢もちまき　
in HIT｣や｢よさこい演舞｣などが行われました。残念なが
ら夕方から雨が降り始めましたが、道工大祭は無事終了し
ました。

道工大祭が開催される

　

平成 22年10月 2日（土）北海道大学情報科学研究
科棟で開催された情報処理学会北海道支部主催「情報
処理北海道シンポジウム2010」において、次の3名が「学
術研究賞」、「研究奨励賞」、「優秀ポスター賞」を受賞し
ました。

「学術研究賞」
テーマ：空間表現システムによる
　　　 幼児期の空間表現能力の発達段階の把握
講演者：鈴木昭弘（電気工学専攻　博士課程　2年）、 
 和嶋雅幸、川上敬、岡崎哲夫（北海道工業大学）

「研究奨励賞」
テーマ：無線ネットワークとウェブアプリによる
 芳香療法活用システム
講演者： 木村優衣子（電気工学専攻　修士課程　1年）、
 真田博文、竹沢恵、岡崎哲夫（北海道工業大学）

「優秀ポスター賞」
テーマ：iPhoneによるプログラミング学習ゲームの提案
講演者：北山雅貴（電気工学専攻　修士課程　1年）、
 三田村保、鈴木康広、大堀隆文（北海道工業大学）

大学院電気工学専攻の3名が受賞

大学総合

学生の活躍
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学生の活躍

平成22年9月4日（土）～10月17日（日）に各地で開
催された「第62回北海道大学バスケットボール選手権大会」
において、8勝 6敗で本学男子バスケットボール部が3位
の成績を収めました。
また、個人賞では、得点王に建築学科2年松本　ティム

さん、優秀選手賞に情報フロンティア工学科3年後藤　将
至さんが選ばれました。

【戦績】
＜1次リーグ＞
対 札幌大学  83 対  110
対 北海学園大学  84 対    83
対 道都大学  88 対    82　
対 北海道大学  81 対  105
対 酪農学園大学  57 対    75
対 北翔大学  106 対    89
対 東海大学札幌キャンパス  87 対    76

バスケットボール部　選手権大会で第3位

 

平成 22年10月23日（土）・24日（日）野幌運動公園
体育館で行われた「第41回北海道空手道選手権大会兼
第19回北海道ジュニア空手道選手権大会」において、環
境デザイン学科 4年　岩本衣美里さんが女子一般の部
　形個人戦で見事優勝を果たし、平成22年12月12日（日）
に日本武道館で開催された「第38回全日本空手道選手
権大会」に出場しました。
また、同大会の男子一般の部　組手個人戦では、本学

OBである鈴木司さんが見事優勝を果たし、岩本さんと同
様、全国大会へ出場しました。
本学空手道部は、その他の大会でも好成績を収めてお

ります。

空手道部　全国大会への切符獲得！！

＜2次リーグ＞
対 札幌大学  64 対   100
対 北海学園大学  74 対     73
対 道都大学  88 対     95　
対 北海道大学  93 対     81
対 酪農学園大学  89 対     64
対 北翔大学  90 対 106
対 東海大学札幌キャンパス  82 対     87

【大会名】
第44回全日本空手道連盟和道会北海道大会
【開催日】
平成22年11月3日（水）
【会場】
札幌市厚別体育館
【成績】
一般大学　男子個人組手　準優勝　
機械システム工学科　 4年　八十嶋祥浩さん
一般大学　男子個人形　準優勝　
都市環境学科　 1年　半田　真凡さん
一般大学　女子個人組手　優勝　
環境デザイン学科　 4年　岩本衣美里さん
一般大学　女子個人形　優勝　
環境デザイン学科　 4年　岩本衣美里さん
一般男子組手団体戦　準優勝
機械システム工学科　 4年　八十嶋祥浩さん、
機械システム工学科　 2年　飯田将史さん
建築学科　　 2年　大山祥朋さん、
医療福祉工学科　 2年　川崎博生さん
医療福祉工学科　 1年　久志本　丈裕さん

【大会名】
第41回北海道学生空手道選手権大会新人戦
【開催日】
平成22年11月6日（土）
【会場】
北海道大学第一体育館
【成績】
男子個人組手　3位　
医療福祉工学科　 2年　川崎博生さん
男子団体組手　3位
機械システム工学科 2年　飯田将史さん、
建築学科　　 2年　大山祥朋さん
医療福祉工学科　 2年　川崎博生さん、
都市環境学科　 1年　桃井　了さん
医療福祉工学科　 1年　久志本　丈裕さん

学生の活躍
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平成22年10月23日（土）・24日（日）に宮の沢屋内競
技場で開催された「2010年度秋季北海道学生ライフル射撃
選手権大会」において、ARS60、BRS60の競技および団体
戦で好成績を収めました。

エアライフル競技は、10m先の紙製の標的を撃ちぬいた
弾痕により1点から10点までの点数を計算して得点を争う
競技です。

【大会成績】
BRS60　1位
情報フロンティア工学科 1年　渡邊正広さん

BRS60　3位
医療福祉工学科　 1年　乙部誠喜さん

ARS60　4位
建築学科　 1年　瀧澤俊介さん

団体戦　 1位
（ARS60の成績で所属大学上位3名の合計得点で順位決定）
建築学科　1年　瀧澤俊介さん（ARS60　 4位）
メディアデザイン学科 2年　菊池翔太さん（ARS60　  8位）
メディアデザイン学科 3年　渡邊俊広さん（ARS60　16位）

秋季北海道学生ライフル射撃選手権大会で好成績

 

平成 22年10月19日（火）・25日（月）の両日、午後1
時 30分から、手稲区民センター3階視聴覚室において、
「北海道工業大学 市民公開講座」を開催しました。
この公開講座は、地域連携の一環として本学と手稲区

民センター運営委員会の共催で、手稲区在住か、お勤め
の方を対象に年2回開催される手稲区民講座です。

平成22年10月19日（火）の1回目は、本学電気デジ
タルシステム工学科槌本昌則教授が講師となり、テーマ
「色々な色と光の正体」と題して、光源と物体の色の違い
や3原色と色彩等の色の話から、地域・時代により変わ
る色の感じ方・色が人の心と体に与える影響や、最新の照
明やライトアップの紹介があり、実際に各種LEDランプを
点灯して白熱電球との違いを見てもらいました。

平成22年10月25日（月）の2回目は、本学機械シス
テム工学科登坂　茂教授が講師となり、テーマ「エコの大
切さと未来の自動車」と題して、世界のエネルギー消費状
況、地球温暖化の現状、バイオ燃料（BDF）や太陽エネル
ギーなどの枯渇しない・環境にやさしいエネルギーの話を
通してエコの必要性について紹介しました。
また、電気自動車、ハイブリット自動車、未来の自動車

の最新事情について紹介し、｢日本が、技術立国としての
地位を維持して行くため【ものつくりの技術者】はますます
重要となります。一人ひとりがエコに心がけ、一人でも多くの
【技術者】を育てることが大切です。｣という言葉で講義を
締めくくりました。

北海道工業大学　市民公開講座が開催される

地域・産学連携

学生の活躍
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平成22年10月30日（土）午前9時00分から、網走市
オホーツク・文化交流センター（エコーセンター2000）の
大会議室において、本学電気デジタルシステム工学科木村
尚仁教授が講師となり、「北海道工業大学青少年公開講座
（でんきモノづくり教室）」を開催しました。
この公開講座は、小学3年生から6年生を対象に親子

で簡単な有線で動くリモコンカーを作製し、ものづくりの楽
しさと理科教育への興味を喚起することを目的に開催した
ものです。
講座では、モーターの原理を「フレミングの左手の法則」

や模型を利用してわかりやすく解説。その後、前進・右折・
左折する簡単なリモコンカーをモーター・タイヤ・スイッチ
等で作成しました。
完成後は、テスト走行で楽しんだり、車体にはおのおの色

を塗ったり、絵を描いたりとオリジナルのリモコンカーに仕
上げていました。
短い時間でしたが、参加した児童の皆さんには、ものづく

りの楽しさを感じていただけたと思います。

青少年公開講座を網走会場で開催

平成 22年10月29日（金）人間社会学科湯川ゼミの
2年生6名は、道内で活躍する道工大OBなどにインタ
ビューし、その活躍を社会に広くPRする目的で、本学
同窓会の助成金（平成 22年度学生活動助成）を受けて、
本学OBで平成21年 9月より北海道士別市長に就任さ
れた牧野勇司氏（機械工学科出身、1973 年卒業）を表
敬訪問しました。

牧野市長は、市内の小中学校を訪問し「こども夢トー
ク」を実施、子供たちの要望で中学生のバス料金半額制
度を実施したり、人口減少が進む地方で人を育て人財過
疎にならない取り組みを実践するなど、前例踏襲主義を
排して柔軟な発想で自ら積極的に市民の輪に入り、市政
をリードしています。
後輩たちに対しては「勇気と気概をもって」物事にくじ

けない心をもって未来を切り拓いてほしいとメッセージを
いただきました。

本学OB　牧野勇司　士別市長を表敬訪問

地域・産学連携

地域・産学連携
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平成22年8月29日（日）～10月11日（月）に各地で開
催された｢2010北海道学生アメリカンフットボール連盟選
手権大会（秋季リーグ戦）｣において、4戦全勝で2部リー
グ優勝を果たしました。
また、平成22年10月31日（日）に開催された札幌大学

との入替戦では、見事勝利を勝ち取り、1部リーグに返り咲
きました。

【戦績】
＜2部リーグ戦＞
対酪農学園大学 54対  6
対北海道医療大学 39対  6
対室蘭工業大学   8対  0
対帯広畜産大学 25対14

アメフト部　１部リーグ返り咲きを成し遂げる

 

平成 22年11月1日 (月 )16 時 30分からG103 講義
室において、116日間セーフティラリーの閉会式が行われ
ました。

セーフティラリーは、本学学生および教職員の交通安全
意識の向上を図ることを目的として毎年実施している恒例
行事です。今年で17回目の開催となり、6月11日から10
月4日までの116日間で、期間中無事故・無違反を競う
ものです。

会場には、セーフティラリーに参加した学生・教職員約
170名と、北海道札幌方面手稲警察署から来賓としてお招
きした交通課長の堀川警部、交通課企画規制係長の村上
警部補、交通課企画規制係主任の西岡巡査部長の3名
にご出席いただきました。

主催者である協学会からチーム達成率が81.3％に達し
たことが発表されました。
苫米地学生サポートセンター長から｢チーム達成率が

セーフティラリー開始以来2番目の好成績となっています。
皆さんの交通安全意識が高まってきたのでは」との挨拶が
あり、続いて来賓の手稲警察署交通課長の堀川警部から
｢自転車・自動車などを運転する人は、行動を予測して安
全運転に努めていただきたい｣とのお言葉をいただきまし
た。

今年のセーフティラリー期間は終了しましたが、引き続
き交通安全に心がけていきましょう。

セーフティラリーの閉会式が行われる

大学総合

＜入替戦＞
対札幌大学 26対  7

学生の活躍
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人間社会学科の実践型授業であるプロジェクトゼミの一
環で、梶谷ゼミのメンバー10名が、10月31日（日）、11月
7日（日）の2日間にわたり、「HIT Theater 2010」と題して、
親子で楽しめるイベント　「HIT　Cinema」および「HIT　
Jazz」を実施しました。

今年のテーマは「家族の絆」。
“地域の皆さまに親子で楽しんでいただけるイベントを

学生の手で！”と、5月からイベントプロジェクト・マネジメ
ントについて学びながら、少しずつ計画してきました。
2日合わせて50名近い親子連れの来場があり会場は盛

り上がりを見せていました。

ご来場いただいた皆さまからは、「またやってもらいたい」
「学生が積極的でよい」などのうれしい感想やアドバイスも
いただきました。

また、このイベントについては、11月8日付北海道新聞
朝刊でもご紹介いただきました。　

「HIT Theater 2010」無事終了

 

平成22年11月10日（水）人間社会学科湯川ゼミの2年
生6名は、手稲区のマスコットキャラクター「ていぬ」を活
用して地域貢献を進めていこうと、主人公が「ていぬ」である
オリジナル紙芝居を制作し、手稲中央幼稚園（札幌市手稲
区手稲本町）の園児約50人の前で披露しました。
このオリジナル紙芝居は、桃太郎をモチーフに、桃の代

わりに手稲区特産の「すいか」から生まれた「ていぬ」が、鬼
が島にいくストーリーです。
上演後には、「ていぬ」に関する○×クイズを行い、園児た

ちも大喜び。

今後も市内幼稚園を訪問する予定ですので楽しみにして
いてください。 

なお、今回の訪問の模様は、札幌市手稲区ホームページ
でも紹介されております。

手稲中央幼稚園で「ていぬかみしばい」披露

地域・産学連携

地域・産学連携
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大学総合

 

平成22年11月13日(土 )本学大会議室において、高
校生・専門学校生を対象に募集した「建築デザインコンペ」
の表彰式が行われました。

表彰式には、最優秀賞、2等、3等を受賞した生徒さん4
名を本学にお招きし、審査委員長である五十嵐淳氏から表
彰状と副賞が授与されました。

「建築デザインコンペ」の表彰式が行われる

 

平成22年11月12日(金)札幌市が募集する『札幌駅前
通地下広場を活用した「にぎわい創出」』の取り組みについ
て、札幌市立大学サテライトキャンパスで中間報告会が行
われ本学を含む9大学約60名の学生が参加しました。

この取り組みは、平成23年春に地下鉄の大通駅とさっ
ぽろ駅を結ぶ地下歩道の完成に伴い、地下歩道の一部に設
けられる「広場」の活用策について柔軟な発想をもつ学生グ
ループから募集したものです。

本学からは、人間社会学科3年　碇山ゼミ生4名が「地
下を抜けたらみんな笑顔になった！」をコンセプトに、『「ち
かぁーさん」（テレビ塔さんの妻とする新キャラクター）』、『「蟻
巣の国」（柱の周囲に巨大ガラスを取り付けアリの巣を設置
する）』、『「日曜の朝はちかば市場」（日曜日の午前中に近隣
農家の農産物を販売する）』など11件のアイデアを発表。
主催者からは、「いちばんおもしろいアイデアだった」など高
い評価をいただきました。
平成23年 3月に行われる最終報告会で審査結果が発

表されます。

札幌駅前通地下広場に本学ゼミ生のアイデアが形となっ
て展開されるかもしれません。
平成23年春の審査結果がとても待ち遠しいですね。

また、今回の本学ゼミ生による提案は、11月13日付け北
海道新聞朝刊でも紹介されております。

札幌駅前通地下広場の活用策について提案

最優秀賞（1名）

「光が集まる中心柱」

北海道札幌工業高等学校建築科3年　

金子師さん

２等（1名）

「光のアーケード」

静岡県立科学技術高等学校建築デザイン科2年

洞口由宇さん

３等（2名）

「葡萄棚の下の半分土に埋まった家に住んでみた…」

山梨県立甲府工業高等学校建築科2年　

石川雅敏さん

「情緒豊かに暮らす和の光」

同朋高等学校普通科2年　伊藤奈乃葉さん

地域・産学連携
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平成22年11月17日(水)11時から札幌ガーデンパレス
において、北海道社会貢献賞（私学教育功績者）の表彰式
が行われました。
北海道社会貢献賞（私学教育功績者）は、永年にわたる

教育活動を通じ、本道の私立学校教育の発展に大きく寄与
した者に贈られる賞です。

受賞者である本学　西　安信学長（学校法人　北海道
尚志学園理事長）に高原北海道副知事から表彰状と副賞が
授与されました。
式の最後に、受賞者5名を代表して西　安信学長は、「私

学を取り巻く厳しい情勢の中で、私学が担う役割を果たして
いきたい」と謝辞を述べました。

西　安信学長が北海道社会貢献賞を受賞

大学総合

 

平成22年11月17日(水 )本学協学会主催マイカーク
ラブ後援の大学行事「セーフティラリー」が、継続的かつ積
極的に運転記録証明書を活用し交通安全対策に取り組ん
でいることが評価され、自動車安全運転センターから感謝
状と記念品をいただきました。

セーフティラリーは、本学学生および教職員の交通安全
意識の向上を図ることを目的として毎年実施している恒例行
事で、運転記録証明書は、そのチームの達成率を把握する
ために活用しております。

今回の感謝状は、17年にわたりセーフティラリーを実施し
た協学会をはじめセーフティラリーに参加した本学学生およ
び教職員に対して贈られたものです。
今後とも交通安全に心がけていきましょう。

本学大学行事「セーフティラリー」に感謝状

大学総合
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平成22年12月7日(火 )札幌市役所で提案書の手交式
が行われ、札幌市「広聴リポーター制度」でリポーターとし
て活動してきた本学を含む4大学の学生は、上田札幌市長
に調査結果報告書を手渡しました。

「広聴リポーター制度」は、札幌市内の大学生がリポーター
役となり、市民に対して市政に関するテーマで調査を行い、
その調査結果を分析・検討した上で札幌市に提案する制度
です。 
本学からは、工学部環境デザイン学科椎野研究室のゼミ
生3名（指導教官　椎野 亜紀夫 准教授）が、幼児保育に
求められる都市公園の機能について調査。
札幌市中央区・西区・手稲区の認可保育所・認可外保育所
を対象に実施したアンケート結果などから、次の3項目を
提案しました。
「認可外保育所周辺地域における都市公園整備の推進」
「中心市街地における民有地の活用」
「降雪期の公園利用促進に向けた市民協力の喚起」

今回の本学ゼミ生による提案は、12月8日付け北海道新
聞夕刊でも紹介されております。

椎野研究室ゼミ生3名が上田札幌市長に提言

 

平成22年12月16日(木 )財団法人建築技術教育普及
センター（国土交通省指定試験機関）から「平成22年一級
建築士試験（設計製図の試験）」の合格者が発表され、北海
道工業大学出身の合格者は28名、学校別合格者数で道
内第1位（全国第39位）となりました。

合格された卒業生の皆さん、おめでとうございます。

一級建築士試験の合格者数で道内第１位！

【写真提供 札幌市】

大学総合

地域・産学連携
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「広報さっぽろ」に学生活動記事が掲載される 

道工大生が行っている4つの取り組みが「広報さっぽろ1
月号（手稲区版）」に掲載されました。

今回の掲載は、手稲区役所市民部総務企画課広聴係か
らの依頼によるもので、「手稲（ＴＥＩＮＥ）と道工大（ＨＩＴ）
のちょっと良い関係」と題して、数ある取り組みのなかでも
道工大を代表する4例について、実際に活動している学生
4名が記事を作成したものです。

【掲載記事】

「雪かき隊」

工学部社会基盤工学科4年　

石川　翔 さん

「ふるさと手稲歴史案内板（仮称）デザイン」

未来デザイン学部メディアデザイン学科3年　間山紗輝 さん

「ていね夏あかり」

工学部建築学科4年　岡本雅子 さん

「ていぬ活用プロジェクト」

未来デザイン学部人間社会学科2年　

井島なぎさ さん

また、誌面のデザインについても未来デザイン学部メ
ディアデザイン学科3年塚田春奈さんが協力しておりま
す。
 　「広報さっぽろ1月号（手稲区版）」は、札幌市ホーム
ページ「広報さっぽろ」の区民のページでも閲覧できま
すので一読ください。

地域・産学連携
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クラブ活動報告
アーチェリー部 
●第41回北海道学生アーチェリー個人選手権大会 
　男子ＣＰ1位（機械3年　山下直哉）

●第49回全日本学生アーチェリー個人選手権大会 
　男子ＣＰ3位（機械3年　山下直哉）

●第34回北海道学生アーチェリー秋季インドア大会 
　男子ＣＰ1位（機械3年　山下直哉）

空手道部
●第41回北海道空手道選手権大会兼第19回
　北海道ジュニア空手道選手権大会
　女子一般の部　形個人戦優勝（環デ4年　岩本衣美里）

●第44回全日本空手道連盟和道会北海道大会
　一般大学男子個人組手準優勝　(機械4年　八十嶋祥浩)
　一般大学男子個人形準優勝　（都市1年　半田真凡）
　一般大学女子個人組手および一般大学女子個人形優勝
　（環デ4年　岩本衣美里）、
　一般男子組手団体戦　準優勝
　（機械4年　八十嶋祥浩、機械2年　飯田将史、
　  建築2年　大山祥朋、医療2年　川崎博生、
　  医療1年　久志本丈裕）

●第41回北海道学生空手道選手権大会新人戦
　男子個人組手　3位(医療2年　川崎博生)
　男子団体組手　3位
　（機械2年　飯田将史、建築2年　大山祥朋、
　  医療2年　川崎博生、都市1年　桃井　了、
　  医療1年　久志本丈裕）

●第54回全日本大学空手道選手権大会
　男子団体組手出場

柔道部
●全日本学生柔道体重別選手権大会(男子29回　女子26回)
　女子70kg以下級出場（医療1年　小山田広美）

●第7回北海道学生女子柔道階級別選手権大会
　準優勝（医療1年　小山田広美）

アメリカンフットボール部
●北海道学生アメリカンフットボール連盟選手権大会
　（秋季リーグ戦）
　2部優勝(入替戦勝利：1部昇格）

少林寺拳法部
●第44回少林寺拳法全日本学生大会
　自由組演武男子弐段の部出場（建築3年　野島良介)
　自由組演武男女弐段以上の部出場（建築4年　山内逸孟）

アイスホッケー部
●第8回北海道学生アイスホッケーリーグ兼第83回
　インカレ北海道予選大会 
　2部3位

卓球部
●第77回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部）北海道予選
　男子ダブルス5位（機械3年　雨夜俊明、メディア1年　沼　亮太朗）
　男子シングルス9位（メディア1年　沼　亮太朗）
　男子シングルス10位（機械3年　雨夜俊明)

●第77回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部）
　男子ダブルス出場（機械3年　雨夜俊明、メディア1年　沼　亮太朗）
　男子シングルス出場（メディア1年　沼　亮太朗、機械3年　雨夜俊明)

●全道新人学生卓球大会兼中田杯争奪納会試合
　新人戦男子シングルス優勝（メディア1年　沼　亮太朗）
　新人戦男子シングルスベスト8（情ﾌ2年　水野貴史
　新人戦男子ダブルス優勝
　（人間1年　山田真太郎、メディア1年　沼　亮太朗）
　納会シングルスベスト8（メディア3年　塚本哲郎）

バスケットボール部
●第62回北海道大学バスケットボール選手権大会
　3位、得点王(建築2年　松本ティム)、優秀選手賞（情フ3年後藤将至)

エアライフル射撃同好会
●平成22年度学生東日本大会
　ARS60、団体戦出場
　(メディア3年　渡邊俊広、人間2年　成田卓弥、建築1年　瀧澤俊介)

●第57回全日本学生ライフル射撃選手権大会
　ARS60出場
　(医療4年　高島健介、メディア3年　渡邊俊広、建築1年　瀧澤俊介)

●2010年度秋季北海道学生ライフル射撃選手権大会
　ARS60　4位(建築1年　瀧澤俊介)
　ARS60　8位(メディア2年　菊池翔太)
　BRS60　1位（情フ1年　渡邊正広）
　BRS60　3位(医療1年　乙部誠喜)、ＡＲ団体1位

●2010年度幹事長杯争奪新人戦･引退戦･最終戦
　新人戦ARS60　1位(建築1年　瀧澤俊介)
　最終戦ARS60　4位(メディア2年　菊池翔太)
　最終戦ARS60　6位(メディア3年　渡邊俊広)
　引退戦ARS60　3位(医療4年　高島健介)
　BRS60　1位(人間2年　成田章平)
　BRS60　3位(医療1年　乙部誠喜)
　BRS60　4位（情フ1年　渡邊正広）

●吉野杯兼ランクリスト競技会
　10mS60M　5位(建築1年　瀧澤俊介)

自動車部
●帯広畜産大学ダートトライアル2010
　現役クラス3位（機械4年　江尻稔晶）
　現役クラス6位（機械2年　中村真一）

●つくばチャレンジ2010
　出場

学生の活躍

 

本学創生工学部機械システム工学科　岸　政美教授が、
10月22日(金）午前6時 55分に肺がんのため、ご逝去さ
れました。（62才）
謹んでご冥福をお祈りいたします。

岸　政美教授がご逝去されました

お悔やみ


